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第２回北広島市学校施設長寿命化計画策定検討会議録 

 

日 時 令和元年 10 月 2日（水）17 時 00 分 ～ 19 時 15 分 

会 場 市役所１階多目的室２ 

出席委員 安藤座長、設楽副座長、荒川委員、折内委員、高橋委員、 

塚﨑委員、津谷委員、野澤委員、吉田委員、吉本委員 

欠席委員 安藝委員 

市出席者 （市教育委員会） 

下野教育総務課長、本宮主査、今井主任 

（市教育委員会業務受託者） 

日本データーサービス株式会社 

傍 聴 者 １名 

 

１  開  会 

○委員の過半数が出席していることから、検討会議が成立していることを確認し、開

会。 

 

２ 議  題 

（１）資料説明 

○事務局から、資料に基づき、①学校施設の老朽化等に係る現状について、②施設の

現状や課題をふまえた整備水準について、③北広島市学校施設長寿命化計画の構成

案について、④今後のスケジュールについて説明。 

○受託者から、現地調査結果について説明。 

○事務局から、現地調査結果の補足説明として、東部中学校（校舎）の屋根・屋上の

評価が、平成 29、30 年度に大規模改造工事を行ったにもかかわらず C 評価になっ

ていることについて、工事の保証期間内であり、既に修繕を終えていることを説明。 

 

（２）意見交換 

①学校施設の老朽化等に係る現状について 

（Ｃ委員） 

・校舎について、躯体の強度の調査まで本業務に含まれるものなのか。 

 

（事務局） 

・本業務には含まれていない。耐震診断結果等から類推する考え方としている。 

 

②学校の現状や課題をふまえた整備水準について 

【建物外部】 
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（事務局） 

・建物外部のうち、(4)の落雪に配慮した形状とは、無落雪という理解で良いか。 

（Ｄ委員） 

・大曲小学校では、体育館の屋根の雪が駐車スペース側に落ちることがあり危ないと

思っている。 

 

（Ｃ委員） 

・Ｄ委員にお聞きしたい。屋上のことを書かれていると思うが、屋上の柵が壊れてい

るということか。 

 

（Ｄ委員） 

・屋上に柵がないので、基本的に児童が上がることはできない。ただ、社会科の授業

で地域をみるという視点のものがあり、柵があれば屋上からまちを見ることができ

ると思い、記載した。 

 

【建物内部】 

（Ｄ委員） 

・勤務する学校は夏場30℃を超える環境で授業を行っている。廊下と教室の温度差も

激しく、最近は特にひどいと感じる。そういう意味では、エアコンの整備をしても

らえると嬉しいと思う。極端な話をすると、エアコンの整備によって学力向上に繋

がることもあるかもしれない。 

 

（Ｇ委員） 

・網戸は防衛省の補助の関係でつけられないと聞いた。一方、九州から20年ほど前に

来た時から比べると、最近は温暖化のせいなのか北海道も明らかに暑くなっている

ように感じる。九州ではほとんどの学校でエアコンが整備されている。 

・また、体育館なども、網戸がないことで長時間窓を開けていると照明に虫が集まる

状況がみられている。その結果、窓を閉めざるを得ず、熱中症などのリスクが高ま

ることにもなる。これらを考えると、網戸が設置できないのであれば、エアコンの

設置は是非検討していただきたい。 

 

（Ｊ委員） 

・本州ではエアコンの設置率は高いと思うが、北海道の設置率はどのような状況なの

か。 

（事務局） 

・国の調査によると、北海道は10％未満である。昨年、愛知県で男児が熱中症により

亡くなった事故があったが、国ではこの問題に対応するため、エアコン設置の補助

制度を大幅に拡充したところである。このようなことから、全国的には設置率があ
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がってきた状況である。 

・市立学校については、島松演習場の騒音対策として、すべて防音仕様となってお

り、窓を開けないことが前提となっている。なお、学校の暑さ対策については、課

題として認識している。 

・昨年11月からモデル校４校にて温度の測定を行い分析中であるが、国が示す学校環

境衛生基準における望ましい温度基準28度を超過する日は、１～数日となってい

る。 

 

（Ｇ委員） 

・この先ずっと学校を使うとなると、室温が高いことは防災面からみても重要な問題で

ある。防災拠点としてみるのであれば、適切な室温管理ができる環境は必要だと思う。 

 

（Ｃ委員） 

・体育館の暖房設備に課題はないか。 

 

（Ｂ委員） 

・昨年の震災を受けて市でも様々な検証を行っている。これまで市では 33 施設を指定

避難所として指定しているが、全てが同列の扱いとなっていた。昨年の地震を踏まえ、

避難所の開設優先順位について検討を進めている。防災の視点でいくと、平常時から

常に快適というより、有事の際に一時的に対応できれば良いという視点でみている。

有事の際の暖房については、ジェットヒーターを設置するなどが考えられる。夏場の

暑さ対策であれば、業務用の冷風機の設置なども効果的なのではないかと思った。 

 

（Ｃ委員） 

・内部について、雪との相性などを考えるとどのような整備が望ましいと感じるか。 

 

（Ｋ委員） 

・北校舎がノンワックスフロア化しているが、日常的には問題ないと思っている。同じ

ような素材で整備を進めていきたい考え方である。床材より校舎の構造上の問題で、

雨が続くと結露で滑りやすくなることがある。 

 

【設備】 

（Ｃ委員） 

・トイレの洋式化について、進めていくべきか。 

 

（Ｄ委員） 

・洋式しか使えない子どもがたくさんいるのは事実である。社会教育の一環としては、

和式便所も一部残す必要があると思う。 
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・また、トイレに限らないが見た目の清潔感が一つ大きな視点かと思う。見た目が汚い

と掃除のモチベーションも下がるし、ものに対する愛着も変わってくる。清潔感が失

われると、教育現場が荒れることにもつながる可能性がある。 

 

（Ｃ委員） 

・水飲み場の環境は、どのように感じているか。 

 

（Ｋ委員） 

・水道は要所に設置されているが、水道管の老朽化に伴って透明じゃない水が出てくる

こともある。透明な水にするために、1時間程度水を出しっぱなしにすることもある。

現場では、水筒を持ってきてもらうなどの対応も行っている。 

 

（I 委員） 

・設置してから配管の更新を行っていないことが原因かと思うが、例えば一部の配管を

露出させるなど、メンテナンスしやすい構造にしておくのも大事ではないか。 

 

（Ｃ委員） 

・露出させること自体は可能だが、衛生面との兼ね合いなど、様々な視点をもって考え

る必要がある。 

・照明の交換はどのような状況なのか。 

 

（Ｄ委員） 

・業務主事に伝えるのが一番だが、伝える時間がもったいないということもある。授業

の合間のわずかな時間で対応しなければいけないことが多く、少しの間放っておくこ

とや、自分で交換することもある。 

 

【安全性】 

（Ｃ委員） 

・生徒玄関のオートロック化について、何か意見等ないか。 

 

（Ｅ委員） 

・北海道の学校はオープンすぎると思っており、玄関だけではなく、校門のセキュリテ

ィをしっかりすべきである。校舎の敷地内を地域の方が自由に横断していく状況がみ

られており、危険と感じることがある。本州では鉄門やオートロックを設置する学校

もみられている。凶悪犯罪が起きてからでは遅いと思っている。 

 

【その他】 

（Ｆ委員） 
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・学童クラブに関して、今年度は全市で 773 人を受け入れており、約 4割が 3年生以下

である。その中で、新 1年生の半分以上が学童クラブに入っている。また、5年前の

1.5 倍の人数になっている。 

・共働きが増え、学童クラブの需要は今後も増えてくると考えており、対応についても

考えていかなければいけない。今後の施設整備に際しては、「新・放課後子ども総合

プラン」でうたわれているとおり、不審者に対する移動の安全性、交通安全、学童と

学校の連携などの観点から、学校施設内も含めて可能な限り学校に近い場所に設置す

ることを検討する必要があると考えている。例えば大規模改造など大きな改修のタイ

ミングで学童クラブの設置も検討していただけるとありがたい。 

 

（Ｄ委員） 

・自分も共働き世代で自分の子どもを学童に入れている。親としては、是非とも広い空

間を作って欲しいと思っている。自分の子どもが通っている施設は、２教室分を使っ

て数十名の子どもが生活している。毎日学校が終わってから親が迎えに行くまでの長

い時間を過ごす施設であるため、より充実させていただければと思っている。 

 

（Ｋ委員） 

・長く、子どもたちが安心して学べる環境、また教員が快適に執務できる環境を作って

いくためにも、合理的配慮の公平性を重視して検討を進めていただきたい。 

 例えばエアコンについても、ある学校はいらないと考えている一方で、他の学校では

必然性が高いものなどもあるかもしれない。このように、公平性だけではなく、学校

ごとの優先度を重視した整備を進めていただきたいと考えている。 

 

（Ｄ委員） 

・防犯カメラについて、今後の整備が必要と考えている。 

 

（事務局） 

・整備に向けて事業費など、検討は進めているところである。 

 

（Ｃ委員） 

・防犯カメラの件については、可能な範囲で設置の検討を進めていただきたい。 

 

③北広島市学校施設長寿命化計画の構成案について 

【目指すべき姿】 

（Ｉ委員） 

・目指すべき姿の例について、北海道の特性がもう少し盛り込まれると良いのではない

か。 
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（Ｃ委員） 

・事務局が今後作成する素案に対して、次回会議で議論いただくこととしたい。 

・P16 の学校施設の基本的方針には、先ほどＫ委員から発言のあった、合理的公平性や

地域特性の視点も含まれてくることになると思う。 

・こちらについても、事務局が作成する素案で次回会議以降議論いただくこととする。

委員の皆様には、今回の骨子をふまえて意見等検討してきていただきたい。 

 

④今後のスケジュールについて 

（事務局） 

・次回会議は 11 月下旬から 12 月上旬頃の予定としている。その際、計画書の素案をお

示しして、意見をいただくこととしたい。日程については、あらかじめ調整させてい

ただくこととしたい。 

 

（Ｅ委員） 

・11 月下旬より前の開催もあり得るということで良いか。 

 

（事務局） 

・前倒しは難しいと考えている。議会時期とも重複するため、12月中下旬になることも

視野に入れていただけるとありがたい。 

 

（Ｂ委員） 

・パブリックコメントはいつ頃を予定しているのか。 

 

（事務局） 

・内部の諸手続きを踏まえると、2月から 1か月程度の実施を想定している。 

 

３ 閉  会 

 ○事務局から、後日、会議録の掲載と第３回会議の日程調整を行う旨を説明し閉会。 

 

 

 

 

 


